
●ガスに火がつかない場合は？ 

 

 

お客様が用意したプロパンガスボンベには通常上記の様なガスコックが付いて

いますが、このガスコックの中には図の様な安全装置が付いています。 

（過大な流量のガスが流れるとボールが押し上げられてガスを遮断します。ラ

ムネの瓶のビー玉をイメージしてください） 

レンタル頂いた弊社のガス機器に火がつかない場合の多くは、お客様に用意し

て頂いたプロパンガスボンベの安全装置が働き、ガスが遮断されている状態と

なっている事が考えられます。 

この安全装置は一度プロパンガスボンベのガスコックを閉じる事でリセットさ

れます。ガスホースをガス機器つないでコックを開けても火がつかない場合は 

 

１． 弊社からレンタルしたガス機器のガスコックを一度全部閉じる。 

２． プロパンガスボンベのガスコックを一度閉じる 

３． 閉じたプロパンガスコックのコックを再び開ける 

４． 弊社からレンタルした機器のガスコックを開けて火をつける 

 

上記の順番を試してください。 

 

※ ガス機器のコックを開けたままプロパンガスのガスコックを開けると、 

抵抗無くガスが流れるためにプロパンガスボンベの安全装置が働き 

ガスを遮断する場合があります。 

 



①

②

③

コックを開けマッチ等で点火して下さい。

　　空気調整器を回して青火にして下さい。

取扱説明書の「ガスに火がつかない場合は？」を

確認して下さい。

　　この場合は空気が少ないです。

点火しない場合は、ガスが出ていません。

パイロットコックを開いて下さい。

♦四重　コンロ　使用方法　♦№1
ご使用前の確認・準備

・ゴム管のひび割れ等の異常がないか点検して下さい。

・器具のガスコックが、閉じているかを確認してから、ガスの元コックを全開にして下さい。

・配管接続直後は、配管に空気が入っていますので若干火が着きにくい事があります。

必ず外輪バーナーより着火させて

着火の確認をして下さい。

　空気が抜けるまで数回点火操作を繰り返して下さい。

コック本体

パイロットコック

バーナー本体

下枠

種火

閉開



④

⑤

バーナー・下枠は熱くなっています。

絶対に触らないで下さい。

ガスが正しく燃焼しているか時々確認して下さい。

消火の際は、コックを「閉」の方向へ回して、

完全に消えたか確認して下さい。

♦四重　コンロ　使用方法　♦№2

空気調節器

コンロ側へ動かすと空気穴が閉まり、コック側へ動かすと

開きます。青火になるよう調整して下さい。











①

②

・コックにぷちぷちを巻いて下さい。

③

④

・バーナーの上に小さいダンボールを

　被せて下さい。

⑤

　取扱説明書を置いてください。

・大きいダンボールを被せ、

・コンロを持つ時は必ず左写真のように

持って下さい。　

・①で入れた下枠の上にダンボールを

　敷いてバーナー本体を入れて下さい。

♦四重　コンロ　梱包手順　♦

※コンロが十分冷めていることを

確認してください

・発泡スチロールに合わせて、下枠を

箱の中に入れてください。



♦四重　コンロ　梱包手順　♦
⑥

・同封されてましたPPバンドで留めて

　下さい。

*この度は、レンタルをして頂きまして

誠にありがとうございました♪♪

・出荷伝票下のﾋﾞﾆｰﾙ封筒の中の返却用

　着払い伝票を貼り付け位置に貼って

　ください。



梱包時ＰＰバンドの使用方法 

① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

 

しっかり締める。 

ひもを両端に引っ張り、 
バンドも同様に通す。 

荷物に回したもう片方の 

輪をつくる。 つくった輪をストッパーに通す。 

1本の足を輪の中に折りたたむ。 バンドを矢印の方向に引っ張る。 




